
　遺伝が関係している場合を骨格性

上顎前突と呼びます。前歯が出ているば

かりではなく、奥歯のかみ合わせもずれ

ています。時期（全て永久歯へ生え代

わって）をみて本格的な矯正装置（マル

ティブラケットシステム）を使って治療し

ます。遺伝が関係している場合で、上顎

の成長が良すぎる場合には永久歯（小臼

歯）を抜いて治療することがあります。

口が閉じにくいため常に上の前歯が見え

ている場合もあります。

　右下の写真は矢印の所にあったの永久歯（第一小臼歯）を左右1本

づつ抜いて治療しています。上の歯の数が2本少ないのですが、奥歯

のかみ合わせが半分ず

れ、全ての歯でがっちり

と噛んでいます。口元も

改善されます。この後に

保定というかみ合わせを

安定させる期間が必要

となり、保定期間中には

保定装置を使用します。

　気になる場合は小児歯科専門医、矯正歯科専門医へご相談くだ

さい。HPは「ゆきなり小児歯科」で検索すると簡単です。過去の

「親子のひろば」もダウンロードのページに掲載しています。
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